
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     第２４２３回 ２０１６年 ２月 17 日（水）12:30～13:30 高幡不動尊         No.30 

      卓話『大和証券からみた日本経済の展望』 小林 雄太 会員 
 【会長挨拶】 横倉 利夫 会長 

	
 	
 

 久しぶりに高幡不動尊に帰ってきました。移動例会が多く場所 
を間違えないでようこそおいで下さいました。私の住んでいる多 
摩市では、公契約条例が施行されました。公契約条例は東京都で 
初めての制度で有り、労働条件の確保、安全で安心できる職場の確保、居住間の環
境の確保、労働賃金の確保を目的とし、適正価格による発注等を規定した制度です。
我が社が請け負っている多摩市第二小学校新築電気工事がその対象になっており
NHK クローズアップ現代が取材に来ました。当 JV は私の会社と多摩市内の電気工
事会社との共同企業体であり、その会社の社長が運営委員会の委員のため今回クロ
ーズアップされる事となりました。これから公契約条例が施行される市町村も増え
てくるのではないでしょうか。下請け会社が適正価格で受注できる制度は素晴らし
い事ですね。聞いた事が無いお話と思い話させて頂きました。 
	
 

≪例会プログラム≫ 
	
 

【司会】 
 小峯 敏夫 
 例会向上委員長 
	
 

【開会点鐘】 
	
 横倉 利夫 会長 
	
 

【ロータリーソング】 
	
 ソングリーダー 
 土方 淳 君 
『それでこそ 
 ロータリー』 
	
 

【ビジター・ゲスト紹介】 
	
 東京日野 RAC 幹事 
上野 要平 君 
	
 

【ニコニコ報告】 
遠藤 力委員 
	
 

【出席報告】 
	
 松田 忠泰 委員 
	
 

【委員会報告】 
	
 ロータリー用語について 
	
 飯作	
 金彦	
 会員	
 

	
 

	
 

	
 

【卓話】 
	
 小林 雄太 会員 

	
 

【幹事報告】 西山 尚之 幹事 
	
 

・地区大会のレイアウト図を入り口に置いてあります。 
 必要な方は持ち帰りください。 
・ハイライトよねやまを回覧します。 
・日本赤十字より3月8日の献血ポスターが届きました。 
・50周年式典のプログラムを説明します 
・オリンピアン・パラリンピアンによる卓話の案内がきております。 
・	
  
 

	
 

【卓話：大和証券からみた日本経済の展望】 小林 雄太 会員 
 
 内外株式見通しから始めさせていただきます。今起こっていることとしては、教科書にない 
ことが起こっています。これは皆さんもご存知のことと思いますが、マイナス金利です。これ 
は非常に激震でして、まだ評価が定まらない状況になっています。 
 マイナス金利の目的は一つです。とにかく円安にしたいのが目的になります。マイナス金利 
の背景・目的は、世界市場の混乱が国内に波及するリスクを防ぐことが命題としてありました。あとは金利全般
を押し下げることで消費・投資を喚起し、物価上昇 2％を達成したい目的もありました。マネーは基本的に金利
の低いところから高いところに流れるという原則がありますので、金利の安い円を売って金利の高い国の通貨を
買うことによって円安を起こそうという目的があります。 
	
 

	
 

【東京日野RAC】 上野 要平 幹事 
	
 

 2月20日の朝8時～9時、山口不動産ビル2階で例会を行わせていただきます。今回、
45年目にして第1,000回例会を迎えることができました。記念すべきこの日に皆様
のご出席を賜りたくお願いに参りました。どうぞよろしくお願い致します。 
 

  

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ニコニコ報告】 遠藤 力 委員 
	
 	
 	
 本日のニコニコ：  11,100円／累計 627,000円 
      ビジターフィー：         0 円／累計    8,000円 
	
 	
 

井村 廣巳 君  恩ある小倉会員から良いＴＥＬをいただきましたので。                   
山口 徹雄 君  小林さん、儲かる卓話を楽しみにしています。                                     
横倉 利夫 君  小林会員の「日本経済の展望」卓話楽しみにしています。                  
西山 尚之 君  来週は地区大会、ブレザー・エンブレム・ネクタイ、よろしくお願いします。         
熊井 治孝 君  これから高齢者運転講習会を受講するため、早退いたします。                

 福田 多恵子君  久しぶりにホームグラウンドでの例会、高幡不動尊のきれいなお庭を通り、心が和みました。 
          小林会員の卓話楽しみです。お勉強させていただきます。                     
 

 

 

東京日野ロータリークラブ会報 
 事務局：〒191-0042 東京都日野市程久保3-37-3 
      ℡：042-594-3711 fax：042-593-0510 
 例 会：毎週水曜日（12:30より） 例会場：高幡不動尊客殿 
 ＵＲＬ：http://www.hino-rotary.org 
 メール：info@hino-rotary.org 
 

会長：横倉 利夫    幹事：西山 尚之 
会報委員会：北村 淳(委員長) 
      福田 多恵子  奥野 誠也 
      熊井 治孝   小林 雄太 
      森原 豊    山口 徹雄 
      成田 恭隆   遠藤 力 

	
 

【卓話つづき】 
	
 

	
 

 円安にすると何がいいか、ということですが、一般的に上場企業の業績が上がります。日経平均の採用になっている
銘柄は輸出型の企業が多いので、円安になることによって企業の業績が上がります。企業の業績が上がることで、賃金
が上がり、消費を増やす。消費を増やすことによって物価を上げる。こういう流れを意図しています。 
 マイナス金利といっても、日常の生活にはあまり関係がないです。日銀の当座預金というのがあるのですが、銀行が
日銀に預けているお金に対してマイナス金利を付けているというのが今回の政策です。全てにマイナス金利を付けてい
る訳ではありません。全体で預金が 200 兆円以上あるのですが、実際に付けているのは 10 兆円くらいだと言われてい
ます。金利がマイナス 0.1 になれば銀行は何をするかというと、日銀にはお金を預けす貸出しにまわします。が、実際
には貸出しにはまわさす、為替、債券、株などのマーケットにお金が流れてゆきます。お金の量を増やすことでお金の
価値を減らし、物価を上げることをしているのが日銀の政策です。   
 ドルと円の関係はアメリカ中央銀行の資産の量と日本の資産の量を比べた比率に応じてシンプルに決まってきます。
今後の日銀の金融政策を考えると、ドルの量は増えない、円の量は増えてゆくことから、円安になると思います。 
 今後、一般の投資家はどうすれば良いのかというと、3つあります。 

①	
 少しでも金利のついている国の通貨を買う、外貨を持つ 
②	
 配当利回りの高い会社の株を買う 
③	
 不動産 REIT を買う 

 マイナス金利は劇薬です。個人金融資産 1,700 兆円の内、預金は 52％あるので、現金預金がマイナス金利になるの
は激震です。うまくゆくためには、預金からリスク資産に移すのが必要になっています。少子高齢化がこのまま進めば
年金は破綻しますので、そうならないためにもリスクマネーに誘導してゆくことが私のミッションであり、奉仕だと思
っています。 
 

 
 

【出席報告】 松田 忠泰 委員 
	
 

<事前のMU> 
 村上 光(増強特別委員会) 
 北村 淳(クラブ協議会) 
 小田原 潔(日野受付) 
 山下 雅弘(インフルエンザ) 
 森原 豊(インフルエンザ) 
<先々週のMU> 安島 志郎(増強特別委員会) 

 
 

 

 会員総数 
(出席免除数) 

出席総数 
(免除者出席数) 

MU 欠席 出席率 

本日報告 39 ( 5) 27 ( 3) (事前)5 5 86.49% 

前回訂正 39 ( 5) 25 ( 3) (7)+0 5 86.49% 

前々回訂正 39 ( 5) 22 ( 2) (8)+0+1 5 86.11% 

 

 


